
2020年度後期登録期間：9/4（金）～9/18（金）

単位互換 龍谷大学国際学部企画

オーストラリア・ビクトリア州
大学附属語学学校　短期語学留学

※大学毎に異なる

概  要
　オーストラリア・ビクトリア州の州都メルボルンにある大学附属英語学校
において政府認定英語コース(ELICOS)を受講し、世界中からの留学生ととも
に4週間、集中的に英語を学びます。1クラスは平均15人程度の少人数制で、
事前テストの結果に基づいて各自の英語レベルに応じたクラスに振り分けら
れます。希望する学生は、オプションで現地学生と交流ができるバディプロ
グラムやボランティア活動、週末に郊外へのエクスカーション（遠足）に参
加することができ、英語学習だけでなく、ホームステイや課外活動を通して
オーストラリアの文化・社会に対する理解を深めることができます。

科　目：　龍谷大学国際学部企画 短期留学（オーストラリア・メルボルン）
留学先：　大学附属英語学校（以下の4校から学生本人が1校を選択する）
　　　　　ディーキン大学, スインバーン工科大学,ビクトリア大学, 
                  　オーストラリアンカソリック大学
認定単位：各大学の規定による
　　　　　【龍谷大学国際学部IC学科生】4単位[語学研修B（英語）]
　　　　　　※卒業年次生は随意科目
提出書類：帰国後10日以内に①レポート、②修了書〔写〕を提出
研修日程：2021年2月13日（土）出発～3月14日（日）帰国　〈4週間〉
研修内容：月～金曜…ELICOS (English Language Intensive Course for
　　　　　 Overseas Students)一般英語コースを受講。※土・日曜日は休日
募集人数：10名以上～30名以内
対象学生：大学コンソーシアム京都加盟大学所属学生
宿泊先：　ホームステイ（1日2食～3食の提供あり）
企画手配：メルボルン・エディケーションセンター（MEC）、STA TRAVEL、
                   （公財）大学コンソーシアム京都
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　渡航までに、現地の情報や留学・ホームステイ・文化の心得などについて説
明するオリエンテーションを4回実施します。日程等の詳細については、確定
次第、履修登録者へ連絡します。

オリエンテーション

募集期間：後期登録期間　9/4（金）前後～　9/18（金）前後
　　　　　※大学によって期間が異なるので、必ず確認してください。
登録方法：募集期間開始以降、京都e京都（いーこと）ラーニングシステムを
　　　　　利用のうえ出願票を作成し、「出願票（大学提出用）」を所属大学
　　　　　の担当窓口に提出してください。
　　　　　※立命館大学・龍谷大学は出願方法が異なるので確認してください。
参考：　　単位互換について
　　　　　http://www.consortium.or.jp/special/tani_gokan/
　　　　　Webシラバス　　　　　　
　　　        　http://www.consortium.or.jp/special/tani_gokan/pdf/kenshu2020.pdf
その他：留学先の語学学校について、履修登録時に記載する必要はありません。  
                  オリエンテーションで語学学校の詳細を確認し、希望に応じて11月を
　　　　めどに決定します。
　　　　大学コンソーシアム京都 海外研修プログラムのFacebookページで前年
　　　　度の様子を見ることができます：　　
　　　　http://www.facebook.com/KyotoConsortiumStudyAbroad

登録手続・諸注意等

※本プログラムの派遣可否について、外務省の危険情報及び感染症危険情報等
　にもとづき、学生のみなさんに安心・安全に参加いただける環境を確保でき
　るかどうかという観点も加え、龍谷大学の海外危機管理マニュアルに則り判
　断します。状況によっては、規模を縮小してオンラインによる学習となる可
　能性があります。プログラムの実施有無・実施形態を11月末日までに改めて
　ご案内します。
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参加費用：約450,000円～500,000円（2019年度実績※学校によって異なる）
                     ※為替レートの変動や参加人数等により変更となる場合があります。
                         上記費用に含まれるもの：授業料、ホームステイ代、現地空港送迎
                         費用、往復航空券、燃油サーチャージ、空港諸税
                         上記費用に含まれないもの：上記以外の諸費用（生活費、交通費、
                         荷物超過料、日本国内移動費など）


